
〔日　　　時〕 平成29年6月29日
19:30～21:00

〔場　　　所〕 上 林 公 民 館
〔参加人数〕 31名

NO ご意見・ご質問内容
担当課

（連絡先）

2
　上林区において、今後、耕作放棄地
が増加すると考えられるが、市で何か
対策をしてもらえないか。

その他

　現在、地域の組織で中山間直接
支払交付金により農地保全に努め
ていただいています。引き続き制度
を活用して継続していただきたいと
考えます。
　個人での農業継続が困難になる
ようであれば、集落営農組織を立ち
上げ、法人化等により農地を集積
し、耕作していく等、地域においても
検討をお願いします。

農林振興課
(089-964-4410)

3
　湧水地区の鳥獣害について、特に猿
による野菜への被害が多いため、対
策を検討してもらえないか。

その他

　鳥獣害対策としては、①対象鳥獣
の捕獲②電気柵など、進入防止施
設の整備などの補助があります。
　有害鳥獣の出没情報は猟友会に
情報提供し、重点的に見回りしても
らうよう伝えます。

農林振興課
(089-964-4410)

ご意見・ご質問への回答一覧表　【上林区タウンミーティング】

回答内容（今後の対応及びその理由など）

1
対応可

（次年度以降）

　上林の農業集落排水の処理は計
画汚水量の限度に近くなっていま
す。ささゆり団地の３５軒を含めると
超過してしまう状況であり、現時点
で接続は難しいと考えています。
　現在、上林地区と拝志地区の農業
集落排水の統合を計画しており、多
少の余裕が出る可能性があります
が、直ちに接続することは困難で
す。トイレや洗濯機など、節水型の
設備が普及し、各家庭の水量・汚水
量が減少してくると、現在の推計で
は１０年程度で接続可能性となるこ
とが見込まれます。
　ささゆり団地の合併浄化槽は３５
軒で使用していますが、農業集落排
水への接続以外に、戸別の合併浄
化槽を設置することも地元で検討し
ていただきたいと考えます。戸別の
合併浄化槽（５人槽想定）の場合、1
軒あたり約９０万円の経費が発生し
ますが、その内３３万２０００円は市
の補助を受けることができます。
　また、農業集落排水に接続が可能
になった場合、ささゆり団地から汚
水管まで約４００メートルあり、工事
費は約２３００万円必要となります。
３５軒で工事費を負担することにな
るため、今後も皆様とご相談をしな
がら進めていきたいと考えていま
す。

下水道課
(089-964-4417)

　ささゆり団地の合併浄化槽の老朽化
が進んでいるが、農業集落排水への
接続は可能であるか。
　可能であれば、接続にあたって、地
元でのどのような対応が必要となる
か。
　また、接続ができない場合は、機器
の修理や更新に際し、補助や助成は
あるか。



NO ご意見・ご質問内容
担当課

（連絡先）
回答内容（今後の対応及びその理由など）

4

　市内各小学校の魅力を説明する場
を設け、子どもが就学する学校を親が
自由に選べるようになると良いのでは
ないかとの声を幼稚園の父母から聞
いている。

対応困難

　市内全域で学校を自由に選択し
通学できるようにした場合、教員の
配置や教室の数、備品等の設置な
ど様々な要件を考慮する必要があ
り、現実的な運用は困難であると考
えます。
　今年度から小規模校では校区外
就学を実施しており、幼稚園等の保
護者へ積極的に案内することとして
います。

学校教育課
（089-964-4420)

5
　昨年度の校区外就学の説明会は、
冬に開催されたが、もう少し早い時期
に開催するとよいのではないか。

対応可
（今年度）

　今年度は、９月に学校を通じて保
護者の方に対し、校区外就学のパ
ンフレットを配布することとしていま
す。また、同時期に広報やホーム
ページでも校区外就学を希望する
方へ、学校見学会の案内を行うこと
としています。なお、今年度の学校
見学会は、１０月から順次行う予定
となっています。
　今後も、積極的にホームページな
どを通して、それぞれの学校の特色
や魅力を発信していきたいと考えて
います。

学校教育課
（089-964-4420)

6

　スクールバスがあるとありがたいとい
う意見があるが、上林地区の乗り合い
タクシー制度を有効活用する方法もあ
るのではないか。
　また、校区外就学希望者が増加した
場合、将来的には通学手段について
検討して欲しい。

検討中

　乗り合いタクシー制度の活用も含
め、状況に応じて、最も適した通学
手段を検討する必要があると考えて
います。
　また、就学希望者が増加した場合
の通学手段の確保については、先
進事例を参考に検討したいと考えて
います。

学校教育課
（089-964-4420)

学校教育課
（089-964-4420)

7

　上林小学校は少人数の特性を生か
し、表現活動に力を入れているが、英
語活動がより一層進むように支援して
もらえないか。

検討中

　次期学習指導要領では、小学校
３、４年生で外国語活動、５，６年生
で英語の授業が開始されることとな
ります。教育環境の整備は全ての
学校の共通課題と認識しており、今
後、校長会等で意見をいただきなが
ら、英語教育の充実に取り組んでい
きたいと考えています。



NO ご意見・ご質問内容
担当課

（連絡先）
回答内容（今後の対応及びその理由など）

　県の管轄である妙見川の護岸工事
について、市から県に対し、働きかけ
ることはできないか。

　改良区において、修繕箇所として認
識しており、詳細について、改良区か
ら改めて市に説明したい。

9

　上林公民館は現在、体育館の一部
を公民館として使用している。
　新たに公民館を建設するのは、地元
負担（費用）が多く、難しいため、負担
を軽減する方法はないか。

対応困難

  市内において一般に公民館と呼ば
れている集会施設（区公民館）につ
いては、各地区のコミュニティの場と
して利用されているものであること
から、用地取得を含めて各地区にお
いて整備し管理されるべきものと考
えております。
   市では、区からのご要望に基づき
補助金（補助率1/2）を交付している
ところですが、通常（耐震性能を満
たしている場合）の改築に係る補助
金につきましては、現時点で補助率
の見直しは予定しておりません。
　なお、平成２４年度に市が実施し
た耐震診断の結果、耐震性が不足
している集会所につきましては、平
成３４年度までを補助対象期間とし
て、耐震補強（補助率3/4）、全部改
築（補助率2/3）に補助率を引き上
げております。

総務課
(089-964-4400)

　交通事故の恐れがあるため、県道の
恩地橋から湧水橋までの間における
道路端の草を刈ってほしい。

　地元で、草を刈ったこともあるが、
ガードレールが見える程度まで、年に
１度は刈ってほしい。

　自転車の方が増えており、草を避け
るように県道の真ん中を走行し危険な
ため、早急に対応して欲しい。

建設課
(089-964-4472)

8 対応済

　平成29年7月11日に改良区理事
長と現地を確認し、事業等について
説明を行ったところ、改良区から７
月末までに要望書を提出する意向
であることを確認しました。
　事業化については、概算事業費を
算出し、地元負担の確認後、地元と
協議検討を進めていきます。
（妙見川：土地改良区管理）

　ご指摘の道路は、平成27年度から
草刈りの実施を愛媛県に要望して
おり、ご意見を踏まえて改めて要望
し、平成29年7月上旬に愛媛県が対
応いたしました。

10 対応済
建設課

(089-964-4472)



NO ご意見・ご質問内容
担当課

（連絡先）
回答内容（今後の対応及びその理由など）

11

　皿ヶ嶺は新緑の頃から始まり、秋の
行楽にかけて観光客が来るが、河之
内線の林道の路面清掃は、３～４年前
から一度もされていない。
　杉や檜の枝や葉が路面に落ち、側
溝が詰まり、その影響で路肩に溝がで
き、舗装面も穴が開いている。
　一度、市で確認していただき、年に1
度程度は、掃除してほしい。

対応済

　平成29年6月30日に林道上林河
之内線の現地確認を行い、通行の
支障となる箇所について、路面の維
持管理・側溝清掃等を実施いたしま
した。

農林振興課
(089-964-4410)

13
　県の管轄であるが、友清地区の井手
の堰を直してほしいと考えており、市
から県に働きかけてもらえないか。

対応済

　現地は、農業用施設管理区間で
あるため、土地改良区での対応と
なっています。
　なお、土地改良区には、連絡いた
しました。

農林振興課
(089-964-4410)

14

　校区外就学を推進していく上で通学
手段は課題になると思うが、通学手段
を確保した上で募集していくことを今
後、検討してほしい。

対応困難

　校区外就学を希望する方がどれく
らい増えるかなども含め、今後の状
況に応じて、具体的な対応について
検討を進めたいと考えています。

学校教育課
（089-964-4420)

12
　上林小学校と上林保育所を含め、小
規模校の存続を前提に続けていって
ほしい。

対応済

　本市の小規模校では、学校と地域
が一体となった教育活動が行われ、
地域に見守られる中で、歴史を積み
重ねてきたという経緯があります。
それらの魅力的な教育活動や歴史
的な背景に加え、小規模校の子ど
もを増やすため、本年度から導入し
た校区外就学制度の推進などによ
り、一層魅力のある学校をつくること
が重要と考えています。
　今後も、保護者や地域と連携・協
力しながら、子ども一人ひとりが過
ごしやすい体制を構築するととも
に、校区の特色をPRし、校区外就
学を推進することにより学校の維
持・存続に努めていきます。

※タウンミーティングでのご意見等のうち、特定の個人または団体等の誹謗、中傷、営利に
   関わる内容や市政に関係のない内容については、掲載しておりません。

学校教育課
（089-964-4420)

保育幼稚園課
(089-964-4484)


